
窃
運輸･運搬
Transportation and Material

Handling

車両関係では,昭和50年春の山陽新幹線の陣多開業に揃え

ての′正中量産をはじめとし,内需,輸出とい二生産面で柄況

を呈した｡--一一方,lJ朋口48年に･Jlき続き各椎新技術開発を推進

し江口すべき成果を挙げた｡新幹線刷としては,哀輩な良せ

卓の量産と地上設備の検査を行なう電気試験中の製作を行な

った｡妓近間超になっている省エネルギーの面では,主回路

チョッパ制御装置の量産化が進み,また綾巻電動機を他用し

た界磁チョッパ制御装置も多数納人Lた｡鉄道業務の近代化

の期待にこたえ,リニアモータ式壬号奉加減速装置,電十計算

機を応用した!守中偏積測定装置を日本同有鉄道i号中操作場に

納入し,また運転指令業務のコンピュータ化として逆行管理

システムを帝都高速度交辿営団有楽町線に納入し,いずれも

極めて好評一真に稼動している｡一方,対米の交通機関の開発

を目指して,超高速鉄道,チューブ輸送,析都‾山女過システ

ムなどの周発研究が進められた｡

エレベータ関係では,540m/minの世界長ム頼通エレベータを新

榊うミ‾友ビルノ女び新札+1ニビルに.汁11子音を納入し,好.沖日計二様勅L

ている｡圭た,迎ナi鱈心力_丈維Hへ,文化財｢仰dli仙を川なわないよう

ノ削モの何でも配撤した油什式エレベータを納人した｡制御面で
のイ‾i言栢件の高いIC無様ノ∴淵j御】エレベー一夕の開発が行なわれ,

また｢ビルエ∽ス+の実績を基にご左全作,析佳作をいっそう高め

た滋子了用B形エレベ叩タのモデルチェンジが進められた｡

ェスカレ】タ関係では,安全什を重視しステ‥ノブの両端を

高くするなどのくふうをi疑らしたUシリーーズ エスカレータを

l-i耶己し,口朋t_Ⅰ49fl÷10‖より発う】己した｡

運搬機機関係では,コンテナリゼmションの発腱とともに

世界各i巷にその納人基数を伸ばしているコンテナクレーンが,

アメリカ各港に納入された｡このコンテナクレMンは,ニ仔釆

のコンテナ荷役自動化への布ヰfとして粘れ_t卜め装置付きのも

ので,各方面から注目を～谷びている｡引込み式アンローダは,

機動件のほか最近は更に高能力化しているが,ここに紹介す

る900t/hリ】込み式アンロmデは,その代表例と言える｡また

レードルクレーン,｢ヒタクレーマ+,空気輸送装置などとま

すます大谷炭化の傾向にある｡産業界の省力化,無人化の要

求にこたえ,光学誘う掛二よるバッテリ〉一式無人道搬車とその

応用システムが朋党されたことも特記すべきことの一つであ

ろう｡

日動卓部品関係では,バッチり- フォークリフト周磁気格

和形サイリスタ チョ･ノバ制御装置,トランクタイプの全自動

エアーコンディショナー,電気自動車用電動機,及び制御装

置などの開発が行なわれたほか,排妄も規制に対応する点火装

置,与毛化器などが実相された｡

8.1車 両

日本国有鉄道納め新幹線用食堂車を完成

昭和50年春の博多開業を間近に控えて,丘距離輸送サービス

向上の一一環として,こグ)たび豪華,1加重な食堂車が完成した｡

この食堂申は,在米と異なり,廊‾Fと食堂とが区切られて

おり,落ち一掛-て食事ができるよう舵癒されている｡また車

体が気密構造のため,空調根気装置が設けられているが,良

′童及び廊下と,調理宇の排気とは別に排気し,調理宅の空1も

が釦呈内に流入しないようにしてある｡また調理時に飛散す

る油の粒イーが排仁もフ1フンに付着し,件能が低下するのを王;ガぐた

め,朋雌1三の排与も系には油粒十分維装置が組み込まれている0

良二i;州はベージュ色を主体とした色調で∴間接照明とダウ

ンライトによりテrブルが映し出されるようにし,バックグ

ラウンド ミューージソク放送も可能であり,調理三ミは不燃化蛸

造とし,自助火災検知装置を設備した｡また大形電乞レンジ,

超rl;二波良一器洗浄機,コ

一i

【ヒー¶マシンなど股新

設備のほか,ブ結線公害

王ミガ止を配膳二した食堂排

水貯留タンクを備えて

いる｡

ふ 国鉄新幹線用食堂車内部

日本国有鉄道納め922系新幹線電気試験車を

完成

日本匝1布鉄道においては,新幹線地上設備の検杏測定をアナ

埋的,且つ能率的に行なうため,最新の技術を導入した測定

装置を手持滅した7巾j編成の922系電気軌道総合試験中の導引1一三

が企画された｡

日立製作所では頗細からこの企画に参加し,7両のうち,

1号申(無札 イ‾妄言号測定車),2号申(デ】夕日劾処理車),6

号申(政践器材卓)及び7号車(トロリ線摩耗測定車)各1両の

卓体及びf了中,11仁びに主な測定装置の製作を担当し納入し

た｡この電申は,形状､J一法,走行関連機器,及び性能は遥転

拙作と保守作業の上】二から現在量産中の執‾･hiと共通の設計にし

てあるが,測定装置としては,現在運用中の電気試験卓の設

備のほか,次の装置が新たに付加されている｡

(1)トロリ線摩耗測定装置(夜糊走行中連続検奄測定が可能)

(2)データ日動処理装置(データの記録,分析及びヤ貨車即

これらの測定装置は,車内に機能的に配置され,多角白勺な検

査測定が円滑に行なわれるよう考慮された構造となっている｡

∵､"～仙～仙′叫机m叫旦㌦_

㌢lY

922系新幹線電気試験車
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日本国有鉄道向けED76形交流電気機関車

H本l-‾附r鉄道は､九州,【1でモモ本棟幸崎～中計抑崎問の電化開

業に伴い,ED76形‾交流7Elも機関巾26r由緒投人することとなり､

t二J立製作所はこのうち7l11-jを製作納入Lプ∴

ED76形交流電乞(機関中+土,･州り台車を設け軽軸_前線区でも

走行できるようにな/ンており,宥中嶋塘朋とLて自動逆転に

よる恭乞も発勺三業置を備えたノし州地｢太の標準祥瑞1硝宅間車であ

るが,/ト回更にイ絹:の.i正代化,他用材料の雉燃化,及び来待

主‾呈の環境件の充実化など納車の巾で改発を図り,し､っそう充

`左した屯;〈機関車となっている.｡

主な特上壬を次に述べる｡

(1)蒸1{発生装置制御回路の無接∴‡化,真空接触器の才采問を

はじめタッチ切換器一子給矧朋各の那賀回路(IC)化,空乞硝j刺部

･f7-の保安J射り上,枚び上Lや断器保持回路追加,輯びに空1も

圧縦盲機直接起動方士℃の採梢

(2)刺昏ポリエチレン花組クリ采川,/之び唾軋l;ガ汗肘)など

に難燃性材料を才采川

(3)前灯･標識灯

の集中制御化,運

転室喘デカ器切換Fi】

路7互び七月J軋機の追

加などによる操作･

析仕件の改沖など｡

日本国有鉄道向け

ED76形

交流電気機関車

鉛孝一㌫

チョッパ制御装置の量産イヒ

日立製作所は,高耐圧連呼通形サイリスタを付川Jした二巨回

路チョッパ制御装置と標料Fラ界磁チョッパ制御装置それぞれ

2柿頬の計4仲類を完成した｡

(1)土恒川各チョッパ制御装置

帝耶縞油性‾交池一打川すj▲楽剛徽梢とLて二呂二鰭形18セット,札幌

山交通局東内線用試作チョッパ制御装置1セ､ソトを納人Lた｡

従来のサイリスタに比べて2イJ‡の耐Jj三のある高耐ノー己逆頼通彬

サイリスタの才末梢によりサイリスタ素子数が半減され,信柿

′lざ1三の向l二とともに保守上の収扱いが布端になっている｡竣三に

札帖市交通局‾東西線用には,列巾自動逆転装置(ATO)運転と

の協調,故障時の運転取扱し､の日動化の考収が払われているく､

(2)界磁チョッパ制御装置

昭和48年に引き続き,日立標準形界磁チョッパ制御装置26

セットを納入した｡lノ1訳は束i六急行尼鉄株∫じ会社へ20セ‥ノト

京王帝那花鉄株式会社へ6セットで,標準形界磁チョソパの

累計納入数は43セットとなり,いずれも好.沖のうちに様軋L

ているし)

′ P･46 大容量逆導通形高速度サイリスタ

喜ユニ′′至芸諾還
べ′至′-′ニ(′市琶宗㌫

壌札幌市交通局東西線向けチョッパ制御装置
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北海道炭碩汽船株式会社納め

油圧式微速駆動装置付ディーゼル機関車

砕了∴ 鉱イr,イー械などを貨車に積み込む方法として,貨車

を帆油性で不多刺させながごJホッパーやコンベヤによって連続

的に阻みjらむん‾法が能ヰ川勺で,日･つ馴仰が少ない∴･､くでi_一にH

され′二いる

[ト工雪空作称ま,北海道炭礁汽船鞍上℃会社より了J炭中華引用

とLて微速駆動装澤什の45tディーゼル機関車2碑ほ受注し,

li榊口49年9月納入Lた｡

二の機関‾ヰtは,液体変速式の常用運転のほかに,油圧駆動

によって鮒氏速-一定速度で走行する微速駆動装置を備え,こ

れを誘や無線により遠隔操作ができるようにしたもので,積

込し引嗜は微速運転(0.25～0.43km/h)により連続的な積込みを

行ない,積込み時以外は常用運転(6.9～23.8kIn/h)によって

人操作業を行なうものである｡微速運転は,遠隔操作ができ

る♂‾)で､ホッパー拭作する弟が兼備すズーLば省力化が吋能である｡

二のディーゼル機関車は,微速運転･遠隔操作の利点を生

かして,この

ほか存椎の別

途にイ安鞘でき

るものと期待

きれる｡J

北海道炭礪汽船株式

会社納めHG-45BB形

微速駆動装置付45t

デイーセリレ機関車

サイリスタモータ式補助電源装置

日下;皇望作河=ま､商流電車用としてサイリスタモータ式補助

`1‾E源装置(サイリスタMGと略す)を開発中であったが,この

ほど1‾弓一機が完成L,何校鉄道株式会什で現し如式倹を行なっ

た結札 良好な成果を得た｡

近勺二,乗客へのサービスれ卜のため,電車に大容量冷巧装

帯が設置される傾IJl】が多いが,その電源として大容量交流補

助1‾に源が必要となる｡従九 二の稚の補助電源としては直流

1正利概と交流発電機とによる電動発て電機を悼消していたが,

ブラシの保守作業と騒洋(磁1(騒許など)を低減させる改再要

求がr〔占まってきた｡サイリスタMGは,サイリスタモータと

交流発†E機とを同じロータとステータで偶成し,硬=二回転励

磁慌を用い完全ブラシレス化Lたものである｡

サイリスタMGの主な三拝士主を二大に述べる｡

(1)ブラシ,幣滋子がないので,保守点検の省力化ができる｡

(2)ダンパ巻線による始動を行なうため,機械的な位置検出

器が1こ賀であり,信根性に富む｡

(3)発電機は回転界磁形とし,ステ一夕に発電機巻線と同時に

電動機巻線を絶縁して巻･き込み.負荷側の絶縁変圧器を省いた｡

謂ぼ肌

弧

還

で胞

〆
＼
ダ
ー
ヽ

譲艶_
や二二幸

慣整
サイリスタ

制御装置
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インド国有鉄道納め交…充電気機関車用630kW

主電動機

インド国有鉄道では,輸送力+てり強のため大量の大容量交流

電気機関卓を必要としており,このための卓両川大答‾誌主電

動機400千丁及び同形J〔の主電動機のインド国産に関する技術

供与の入札が昭和48年1月に行なわれ,世界のイJ▲カメーカ【

がこれにん仁じた｡厳しい国際路争の結果,日立与川て所はその

′受注に成功し,二呪アl三光行儀が与こ成L,ふじ験巾であるr.

この主電動機は,日立彗望作所がもつ丁頸イ言束副生紙保守化技術

の粋を結集Lて製作されたものである｡すなわち,H椎ハイ

パクト絶縁,モmルド通J主ブラシ保持器,L-パック式軸受な

どを採川するとともに,ブラシ ロッカ装置を設けて,6極機

のブラシ点検を容易にしている｡なお現有電気機関車にもそ

のまま他用できるように取什関係,その他につき十分な注意

が屯､われている｡

主な仕様を次に述べる｡

(1)形式:脈涜神梅什直巻主電動機･連続定格･強制冷却方式,

(2)容量:630kW,(3)う宜

庄:750V,(4)電流:900

A,(5)擁数:6,(6)回

転数:895rpm

インド国鉄納め交;充電気機

関車用630kW主電動機

㌦Ⅵ

車両用真空しゃ断器の量産イヒ

車両用真空しゃ断器は､交流車両に搭載されている特高機

器の開閉,及び保言隻に使用されているが,中仙j月]に真空しゃ

断器が催用されるのは,外国にも例がない我が国独特の技術

である｡日立‾製作所は,昭和43年に日本国有鉄道新幹線電車

に試作品を納人して以来,似守の簡ji‾りと,′ト形軽呈化の持去

を実証し,日本国有鉄道向け女鹿電気機関卓及び新幹線電卓

用として500台を納入し,営業運転中である｡新幹線電卓用

は第16次車以降,空気しゃ断器に代わり真空しゃ断器が標準

機種としてj米用されたため,量産化の体制を確二1上し,また車

両火災に備えて難燃化している｡従来の空気しゃ断器との互

換性をもたせてあるが,市呈は20%低i成してある｡輸～上_i用と

しても,65千丁を納人した｡このしゃ断昔削ま交直電卓用として

開閉孝則空が高く,長寿命の真空しゃ断器の特長を利用したも

のである｡

新幹線電車用CB-20一形

真空しゃ断器

車両用シリコーン油入変圧器の完成

日本国有鉄道は,電卓用主変圧器の絶縁油には公プチの点か

ら不燃性絶縁油に代わ/ノてシリコーン油を抹川することをゞ大証

した｡

目上二雪望作所においても,シリコーン抽入変圧器の早期実用

化を日脚二研究開発を進める主ともに,東海道新幹線電車用

TM201形主変圧器(1,650kVA)68≠i,及び在来線交l郎註車

JljTM20形主変圧器(1,235kVA)21子丁を完成し納入した｡

この変圧器の主な持氏を次に述べる｡

(1)シリコーン油はガス溶解度が大であるため,油ポンプに

ょる発泡現象が起こりやすく,これをl坊ぐために金属ベロー

ズを川し､た無庄常封方式とし,油と1て体との接触がないよう

にしている｡

(2)油中で他用する材料は,すべてシリコーン油に対する特

竹三を検討し選定した｡

(3)シり コ【ン油は雉燃性であることから,放任管には臼己

子k小こ1‡カバーを設け

トラブルの手広人を

防止した｡

P.98 シリコーン油

ポリアミド紙

複合絶縁系の

特性

東海道新幹線電車用

TM201形主変圧器

通勤電車用屋根上集中式冷房装置

屋根上集中式冷子方装帯は,中和の構造及びイが口而に多くの

利点をもつため,昭和43年開発以来,匝l鉄,私鉄の特急,急

行電中川のはか,通勤電卓ff寸としても多数量産納入してきた

が､今【自l私鉄各千川小ナ通勤電車用標準機種について,地下来

r)人れを考慮して,中外騒音の低下を図るとともに従来形よ

りも‾更に保守に低利な梢造の改良形を完成した｡この装荷は

取付部の寸法を従来のFTUR-550-206形と共通にして,申両

への収付けのムニ枚性を伯さっている｡また,低速フアンをj米用

して,車外騒斉は従来よりも約8ホン低下した｡

おもな仕様を次に述べる｡

(1)形 式

(2)冷房能プJ

(3)全 入 力

(4)重 量

(5)外形寸i去

蜜てくど耶

:FTUR-550-209形ユニット ク椚ラ

:40,000kcal/h(標準条件暗)

:25kW(標準粂什時)

:850kg

:注さ4,280×帖1,780×高さ375(mm)

通勤電車用屋根上集中式冷房装置(FTUR-550-209形)
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帝都高速度交通営団有楽町線納め運行管理

システムを完成

近年,各鉄道企業において鉄道業務の近代化が積極的に取

り組まれている｡日立製作所は,昭和49ff二10J=三日業した市郎

高速性交通営団有楽町線(池袋～銀塊1｢H‖i-jlO.2km,桜出

門運輸指令所)向け,地‾F鉄道行管月ミシステムを完成した｡

二のシステムは,小火処理装置にHIDIC350(主メモリ32

K語,補肋メモリ384K語)の∴弔系を才末梢L,カラーディスプ

レイ,操作一丸 二重系切授装置などから構成されており,開

業当細の機能は,列申追跡､連行表示,実績統計記録の作成

であり,今後,進路制札 逆転車さ増,行先案内放送及び表ホ

制御の機能比り長を子起している｡このシステムの特長は,新

Lい二重系方式の採桶,トレ1ン シミュレータ機能の拡充,

アプリケーション機能のパッケージ化などで､今後の地下鉄

逆行管理システムの基本となるもので,運転指令業務の迅速

化に威力を発挿するものと期待される｡

l古P･32 オンライン制御用の系

切替え高信頼化二重系

電子計算機システム

=モク=P･51帝都高速度交通営団向

け鉄道業務総合システ

ム

帝都高速度交通営団有楽

町線運行管理システム

桜田門運輸指令所

超高速鉄道リニア シンクロナス モータ制御
言式験装置

超高速鉄道第一･次実験線建設が計画されているが,この試

験装置はこれに先立ち超高速鉄道の駆動方式の-･つであるリ

ニア シンクロナス モ【タ推進による給電制御とセクション

切根暗の最適制御に関する端本問題の実膜的解叫]を行なうた

めの試験装置で,直径20mの円形軌道上に枇り付けた推進コ

イルを通電することにより､8内通結の小形走行IFが走行す

る仕組みになってし､る｡ニの装置は日本川有鉄道の手新宮lこに

H丘製作所,束京芝浦電㌔t株J〔会社∴二三菱電機株式会社の3

礼が共同受注したもので,口立製作所は電源装置及び制御装

置を製作柑当した｡この装置の特技は電粥捕り御の基本的な柏

稚の試験ができることで,サイクロ コンバータでは対称制御

と非対称制御,列車制御では自制式制御と他制式制御L 定通

運転と延推力運転,回_tLブレーキと党′.富ブレーキなど各方式

の比較試験ができる｡給電方式は2f†のサイクロ コンバータ

(10kVA,154V,0～14.5Hz,3和,12佃H形接続)による

複介給電方式を抹川Lている｡

円形軌道を走る小形走行車

74

日本国有鉄道武蔵野操車場納め貨車偏積測定

装置

日本回イデ鉄道では推卓場に到着する壬賢物列車の韓車検査の

でナf即ヒ計U句が進められているが,今回東洋一を誇る国鉄武蔵

野推卓場(ヤ【ド)に,HIDIC150形電子計算機を応用した貨

中仙占桔測定装置を納入した｡この装置は単なる測定装置では

なく,壬か巨の輪垂を時速45kmで走行中に測定し,偏横車及び

迎枇巨の摘出を行なうとともに,これら異常卓情事艮をコント

ロ【ル センタに送り小指艮処理を行なうこと,及び測定したデ

ータほすべてカセット式磁気テープに記録し,必要に応じて

過去のテ■一夕を取り出し,壬号卓の状況を湘べることができる

などの機能をもっている｡

このシステムの特長をi欠に述べる｡

(1)凝fト脱線の一要素である偏積,及び車両故障の一一因となる

過柿の検出を行なう事故帆｢二の効果,(2)測定室の完全自動化

による無人化,(3)データ処理,及びデ【タ管理,(4)到着検査

毒主享三意表去‡､§≡主義蓬野

】

の合理化,(5)測定

精度の向上,(6)将

来の拡引引ゾE

日本国有鉄道武蔵野操

車場納め貨車偏積測定

装置(左からHIDIC150,

プロセス入出力装置,

継電器盤,カセット磁

気テープ記憶装置,輪

重測定装置)

車載用チューブ形超電導マグネットの開発

超電導マグネットの実用化は各種の分野で進められており,

磁1(浮__L列車への適用は最も有望なものの一つである｡

超てjEj淫マグネットは,従来超電導体を十分に広い空間で冷

蝶(液体ヘリウム)に完全に浸せきされた構造を採用してきた｡

今L釧嗣発された装置は,小形化･軽量化を鼓重点に考慮し

極限された空H-りの厳しし､冷却条件下に超電導体を置く構造に

挑戟したもので,高件能･極細多心超電導線の使用と合理的

な超電導体の冷去け,支持及び断熱構造の採用により当初の目

的を達成するとともに,従来にもましてノ左走な励磁特性を得

ることに成功した｡

主な什様をi欠に述べる｡

(1)‾､J‾ 法:1,500m皿×600mmX140mm9ら

(2)起磁力:300kAT

(3)熱仕入:3.6W(4.20K)

(4)頁 二違:本体部165kg,貯槽部110kg

丸叫

〉最､L

チューブ形超電導マ

グネット
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400t積み自走運搬車

造船業界におけるfナ理化の-一一環とLて,ブロック建造方式

が一一般化し,ろ皇道効率｢Fり上のため船弓設ブロックはますます大

形化し,400～600t級になってきた｡二の大形化した舟汁′投プ

ロ､ソクの輸送には,機動性に優れ,輸送効率の高い†ご1走遁搬

卓方式がトラクタ･トレmラ方式に代わり正二く抹用され,H

立製作所も各校谷量の白走道搬卓を多数製作してきた｡

今しd,日本鋼管株式会社沖j宝船所向けに1己成した400t柿み

自走連搬_車は.既存のブロック輸送朋設備を一一切変更せずに

他用できるよう各部の一寸法,機器構成,上巨軸配岩などを考慰

し設計されている｡ニグ)中山は,懸架装置に油Jtイコライズ

兼用の油圧ジャソキ シリンダを備え,中休全休を3点で支持

するよう構成されているので,路面への追従性に侮れ,また

ジャッキ シリンダの作川により荷台を昇降し,【′Ⅰ力で人形ブ

ロックの柿み卸Lができるなどの特長をもっている｡

主な仕様を次に述べる｡(1)克之大■粁臓品:400t,(2)拉高j射望(桁

中時):4km/h,(3)最′ト回転半そ至:19m,(4)寸法:全土主18,8×帖

8×高さ1.6(m),(5)荷台昇降:0.325m,(6)機関出力:230PS

X2,(7)タイヤ:碇某中仙り召ゴムタイヤ,(8)friり動業茫:空1も式

≠:

紗

400t積み自走運搬車

8.2 エレベータ･エスカレータ

新宿三井ピノレ糸内め世界長高速540m/min

エレーミ一夕

新枯新都心に超高層ビルか続々〕こ成したが,二才Lらのビル

のL｢l枢設備である高速エレベータ群が多数納人された(1中で

も新宿土井ビルの上層(43～5即皆)サービス用7千丁は,先に

完成した新宿住友ビル納め高地エレベータと川-･の世界拉高

速度540m/minエレベータである｡北が凶におけるこの一i_削空の

エレベ】タは,これで15fi(この

うち,目上‾製作所裂は11子= とな

り,世界一の台数をもつ｡

540m/minエレベータは,その迅

速なj劇空1寺件と快適な乗心地性能

の実収によって,地上高さ200mの

空間を機動性の高い事務呈iとする

目的に大きく‾貢献している｡これ

らは,精1密な適性制御,乗りかご

の防斤,しゃ音構造,及び吸拙技

術などに関する開発成果を織り込

むとともに,耐震･耐風構造など

非′蘇時に対する研究も 卜分に行な

って完成したものである｡

世界最高速540m/m‥1エレベータが設置

された新宿三井ビル(55階)

迎賓館赤坂離宮納め油圧式乗用エレーミ一夕

改装なった迎`汽館赤坂維′一･イへ油柱式エレベータ4て㌔を納人

した｡改装に当たっては貴重物の文化財的価値を損なわずに原

形を維持する方針がとられたため,建築構造物にかかる荷売

が′トさく､占枯率に憤れた油J七‾ガン〔が採用された｡

迎`汽館は同賞ミの歓迎に利鞘されることから,三拝に円滑で静

粛な逆転が要求され,油性制御に日､三製作所独白の機械式流

三言制御と二特殊オりフィスを托用して,加i成辿ノ空0.06クのP+滑な

乗心地にしてある｡また館内は昼刑でも30dB以下と静粛であ

るため騒一汗に対しては特別の甥･旛二を払い,み機才諒のl;〟粘と油

J工マフラを2招に軋置Lて静粛な逆転特性を柑ている｡〕

かご,山人Il古匠はブロンズ,金ばく､ヨ‡柑を仕って二束準

な廷ご物内装に調和Lた,桁調の高いエレベーータとしてある｡

油圧式乗用エレベータが設置された改装後の迎賓館

千葉大栄ビル納めIC無接点制御エレベータ

を完成

丁一発1h -ト巣大栄ビルにIC無接点制御エレベータ2f‾?を

納人L,昭抑49勺二11月13L+より 入った｡ノ このIC

プ無才安∴捕り制エレベータは,上る昭和40年7口の釧1略鉄道嫡院

Ii′りけをはじめ視力三までに10f‡の納入実績をもつエレクトロジ

､ソク エレベータを北礎と†ノて,従来のイ1子号リ レー構成のロジ

ックを､卜j洋イ本ICに置き換え,制御盤のイ‾i言根性,保全作放び

tli産′件を1rり上させたものである｡

主な]寺長は二大に述べる(｡

(1)高密岐実装化がiけ能となり,制御盤の肘付和枇,及_び茶

杓を従来要望の約%に小作ラ化することができた｡

(2)ディジタルICの仲川環境条件(周囲iエユ度,外米ノイズ)

に十分配宙を加え,制御装置のシステム信敵性を大中副二向.L

させた｡

(3)IC実装のプリント板に,エレベータ動作二快音兄を表示す

る発光ダイオードを設けて,枚障診断を容易にした｡

(4)放i靖帖は予備

プリント板との差

し扱えにより容易

に手引日でき,エレ

ベ【タの不様動時

間を低減できる｡,

lC無接点制御エレベー

タの制御盤(プラグイン

ボックス部)

l:
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B形エレーミ一夕 ニューモデノレ

ニューモデ/しはビルエースで多くの`実績をあげた装置や工

法_卜B彬エレベータとLての特殊作を考舷Lていっそうのイ.吉

和椚三,女仝作及びf｢汁削1三の向上を卜対るととい二,工ゴー拝作紫化

′卜確件の政市を行ない,加納期体制に応じJ〕れるようにLた､

また,臼′家ヲ芭うは管制逆転 火ジミ符削逆転及び地ご三管抑別法な

どのl;ガ災逆転システムをオプションとして設けたL,視れ1

‾リ･機が肘什巾である(昭和5附二1月様軌【削f=｡

主な特上ミを次に述べる｡

(1)ベッド搬入時叫則枇きず什ド川二と干弼を兼ねて帖のJユこい

ハントレMルを他州したr､

(2)逆性磐,インジケーータ古托

を斬蹄にL,かごの【_+J也は手斧と

しf=也とLて満ち茄きをもたせ

るととい二､広原のr｢り+二を阿っ

た｡

(3)刻印ずみ色別束線電線の塔

内配線への採用,インジケ一夕

組込式∴プ了わく,かご剃l､▲仁のイ

ンサイド セ･ソト方式化など,工

■拝作業件の改≡洋をr･ズlった.｡

(4)オプションとしてドガ災逆転

システムを追加した｡

B形エレベータ出入口及びかご意匠

管

∪シリーズ エスカレータ

臼､ソニ与望作所では,このたび､杖なし令退明形のVC･一UN形､

全通lリ川きのEC-UN形,ノ女びバネ′レ形のC】UP形の3粍帥を標

畔とするUシり【ズ エスカレータを開発Lた√つ

このエスカレ【タは,姑近の.没ii弓子丁数と利用客屑グ)J叶加に

付い従水以上に安全件の高いイ満j立と､析Lい変化のある二占ミ忙を

もたせたものである｡

二のシり一ズの主な柑1_主を次に述べる｡

まずノ左仝I■ご11L桃追として,ステップクリートの3川辺にだ

いだい色の†ナ成桔川旨塑望デマケ【ション ラインを耽り付けて安

i■盲ミ〕別恥叶を明ホし,且つ帥仲川.主の2本の柁は他より8m叫一石く
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して,来一存の靴がスカート

カ㌧一ドに触れにく く した∩

またハンドレー｢ルの入ⅠⅠ吉汚

は,J末柏iとの!;射==二`左仝ス

イッチを1勺臓Lたflさ.沌装置

を収り付けた｡

迂悍i和では角形の欄十タ

ーミナル,傾斜‾泊り寸きの外

デ､ソキと新色レザーのアク

セント ライン,滞形ハンド

レールノ女び卜丈ノi二枚様のJ末

など変化のあるものを掠り

入れている｡

VC-UN形エスカレータ

株式会社桧坂屋樟葉店轟内め笥義張り展望用エレ

ーミ一夕

展望用エレベ【タは,建物の側畔やコーナ部に縦の交通機

l泣トとして設置されるもク‾)で,乗客に眺望を楽Lませるだけで

なく,埋物日休のイメージアップをねじフう動くアクセサリー

とLても大きな効果があり,各地のデパート,ホテルノ女び一 一

触のビルにも多数設置されろけ∴平を柑ているく1

二のたび口二､工聖望作所が,人阪府枚方市梓柴(くずは)にj姓

.リ1lノた休⊥し仝杜松板持ミ柏葉柄に納入した墟望用エレベータは,
竹耐力､ら舶i川1した3向ガラス軋ミリの与す一掃路に,来りかごが

坐形6角形カプセル形状の5佃に展望窓を設けた睦めて眺望

什に11;寸むものである｡

外装は仝佃縄舶りとして鏡の光iノiとその反射効果がもたら

す二古川什トを採り人れたユニー1クな展望用エレベ【タである｡

株式会社松坂屋樟葉店納

め展望用エレーく一夕

日立都市交通用二段速度エスカレータ

【ト土類望作所は,市郎砧過ノ空交通竹岡有楽町線有楽町駅,及

び桜川門仙駅に,耶lけ交j郎HとLて隅高8.5m以上の六1引揚程エ

スカレータ5子了を含む計7子‡の口立1200形∴f貨適性エスカレ

ー一夕を納入Lたr_J

二れJJのエスカレータは,ますます多層化する耶巾交通の

縦の女旭機性卜として,輸送了指ノJの州大､麻布サービスのl｢り+二

を阿るため,40m/minの砧速)基転と従来油性30m/minのニユて貨

j卦空一切挽‾〃ノしとしている｡また郡市交j也用として,各部機片詩

の強壮をl･′り_卜Lてイこ子細什を高めるととい二,上‾卜水1Fステッ

プ数の叶川1,f別軌ショックを少なくする_二重マグネット ブレ

ーキの採用,及び独特の適性一切推粘り御方式など,■‡-fi速嘩転時

の`女仝什を確促するための新機構を採用しているr,これらの

二段速度エスカレータは,帖代の要+こにj釦己Lた製品として

各方向より臼三目を集めている(〕‾卜な什様を次に述べる｡

(1)形式:1200C-P"h(2)油性:30/40m/min,(3)輸送能力:

9,000/12,000men/h

臼

なお,高速性の40m/

minについては､現在許
d 認可巾論中であり,そ

れまでは従来どおり30

m/minで稼動している｡,

日二正二段速度エスカレータ
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8.3 運搬寸幾械

新形コンテナクレーン(振れ止め装置付)
を完成

近年二,海上車鮎引まコンテナ輸送が主流になりつつあー)､海

上コンテナの荷役‡放い呈は飛躍的に岬加しているっ このため,

コンテナ船とた主与輯との間の荷役に使用されるコンテナクレー

ンは､ますます柘釣堀性が激化する-一一方,■:17j退化による能率

向Lの要求がしだいに強まっている‖ また,将来のコンテナ

荷役自主的化へのアプローチも柄発な動きを見せはじめている｡,

コンテナ荷役は,一一般雑貨を扱うフック荷役と異なり,つ

り荷であるコンテナを船上,あるいは地_卜,又はトレ【ラト

などに降ろすのにド祭し,.船倉とのl馴盲]とかトレーラとの1-■i】立

川金具の位置などの関係で限定された付.置に精度よく降ろす

必要がある｡従/ノて,コンテナクレーンの動作速度をとげて

もつり荷の振れが多くなるため,必ずしも荷役効率が向__L二す

るとはかぎらない

日立製作所は,高速化にイ:ドった荷役効率の向上をねらうと

ともに,将来のコンテナ荷役自動化への布千丁として,コンテ

ナ クレーン振れ止め装置について研究を環ねてきたが,こク)

ほどアメリカ,カリフォルニア州サンディエゴ港内け40t(英

トン)コンテナクレ【ン1台,及び同国オレゴン州ポーーートラ

ンド港｢rl+け45t(英トン)コンテナクレrン3台をそれぞれ振れ

Ⅰ卜め装荷付として製作納入し,現在,好調褒に稼動中である｡

サンディエゴ港rr小ナコンテナクレーーンの振れ止めの仕様は､

40t(英トン)のコンテナをトロりかノブ19.8mグ)良さでつり下げ,

トロリを急i成速停】Lさせた場で㌢5秒以内にコンテナ底耐での

振れ寸広幅を±3in(75mm)以下に抑えること｡〕ポ【トランドi巷

rTりけのものでは45t(英トン)コンテナを,つl)下げ長さ20.7m

として同じく急i成適停止した場†ナのコンテナ味而の弘壬れを9

秒以内に±2in(50mm)以下に抑えることという,いずれも顕

しい条件であった｡

顧寄側検束官などの赦格な立会いのもとに振れ,1Lめ性能検

査が行なわれ,それぞれの仕様に対して十分な余裕をもって

検査を通過Lた｡

_t二記港i巧においては,いずれもこ柿木のコンテナ日勤荷役化
を前提として振れ止め装置が耳丈l)付けられたものであI),ノト

緒グ)コンテナ荷役の日勤化へ･一歩駒を進めたものと言える｢､

ポートランドi巷l‾h=ナコンテナ クレrンの‾tなtl二様を次に示

す(､

1上桁荷屯:45t(一夕ニトン) 一巻上150/365ft/min

スパン:50ft 構行500ft/min

アウト り一子-:115ft

捕 手■lミレールト76ft

レール下69ft

牽′享

んF表-ふ-′表壷巌
､弊

一■- も

表壷¶腐㌻…′′専断､瑞∨浄

≡て堅芸妄

仰仰7min/cycle

走行150ft/min

電子城2,400V 60Hz

∬欒

アメリカ,ポート

ランド)巷納め45t

(英トン)コンテナ

クレーン

900t/h引込み式アンローダ

機動性に苗むことを特長とする引込み式アンローダは､姑

i軋 ますます.郁巨ナノ化しており･,二のほど束洋曹達｢一二葉株式

会社に納入したものは,件拐能ブJが900t/hと国内‾最人級にラ

ンクされるもグ)である′､

このアンローーダは,巻上,開閉,引込の各動作にSilicon

C｡ntr｡1led Rectifier(SCR)制御を採用L,またホッパト

でのつり荷の振れをなくすたれ パターン方式による日勤蹴

れ_1L二め制御を行なうなど能率向_Lに意を注いでいる｡また現

地搬入に際しては海岸工場の特技を生かし,旋回休と走行休

の∴大ブロックを‾`l‾二場内で二右全に組み立て,二れをそのまま

海上輸送して抑え付け,f㌣壁における_t期の知新をL¥トーンた〈)

上な仕様

(1)計第能ブJ

(3)収描い物

900t/h (2

オf灰イーf (4

｡最
適

つlトトげ荷巾:20.5t

方む【り]半径:fl,と人24.5m

(5)指柑:21.5m

(6)巷_卜:100m/min

(7)開閉:100m/min

(8)リl込:60m/min

(9)ん在ri互Ⅰ:0.8rpm

(10)走行:25m/min

(11)1=馴虫:3,300V

60Hz

東洋曹達工業株式会社納め

900りh引込み式アンローダ

転炉用大容量レードノレクレーン

転炉椚レードルクレrンは,製鋼設備の大谷量化及びでト押

化ととい二年々進歩発展Lてきたが,昭和49年度には,川り特

製鉄株式会社水J∴㌧製鉄所,並びに千葉製鉄所に次の特技をも

つ2子iを納入した｡

(1)水砧黎望鉄†叶納め520(380)/60tX26mスパンレ∽ドルクレ【

ン

ニのクレーンは造塊二仁場に設置されたものでレ【ドルフッ

クのほかに,つリビームに520t片かぎフ､ソクをもち,特殊サ

イズの人芥宗インゴットの取ま吸いができるり

(2) 丁一葉聖望紋所納め240/80tX30mヌノヾンレードルクレーン

ニのクレーンはう卓続鋳造+二場に設置されたもので,坤クラ

ブ式であり,その特ヱ主を牛かL,外形寸法を4オ､【ダ2クラ

ブ式より′トさく L,召三に補巻へい/ドンープを移動させ,鋳な

ベへの三E#卜作業を

う聾転辛からの操作

で可能とLたもの

である｡

川崎製鉄株式会社

水島製鉄所納め520

(380)/60tレードル

澄ギ クレーン
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石炭用最大能力5,000ST/Hスタッカ/

リクレーマ｢ヒタクレーマ+を輸出

アメリカ南部アラバマ州州営埠頭に建設中の石炭輸出積込

プラントの中心となるヤード積付,採集兼用機として,貴大能力

5,000ST/Hのスタッカ/リクレーマ｢ヒタクレーマ+を納入した｡

｢ヒタクレーマ+は子了炭を取り扱うもので,容積にすると

6,000m3/hに達するものであり,直様10mのパケ､ソト ホイ】

ル,ブーム長さ46mの大形機械である｡

旋回には底流電動機を他用し,定量搬出に必要な肘口J速度

の制御方法として,ブーム角度と連動されたスライド抵抗に

よって,正弦曲線に沿った速度変化を自動的に得られるよう

になっている｡また,作意の採集量が設延できるように,これ

らの過度変化は無段階に線形に変化できるようになっている｡

旋回,起伏操作には交流サイリスタ方式による無段変速方

式を採り人れた｡

傾斜中継コンベヤ後部には,上げ,下げ■吋能のトリリバを

もち,上げのときは通常のスタッキング作業とし,下げた状

態ではヤード コンベヤの直送を行なうとともに,ヤnドから

採集された石炭と合流させてブレンディングさせることがで

きる｡

バケットホイール駆動部分は,いわゆるシャフト懸垂式と

して,駆動部の重量を軸にかける方式となっている｡この方

法によって,大形機械にありがちな,弾性変形による心狂い,

及び振動を防いでいる｡

走行装置はステップアドバンス コントロール方式を採用し,

バケットホイールの切込深さを制御し,走行位置を運転室内

に表示できるようになっている｡

セメント専用船用大容量空気輸送装置

粉体状で流通する品物のなかで,セメントは量的に象一位

にあり,流通の合理化は重要な問題とされている｡このこと

から業界では専用船とサービス ステーションとを組み合わせ

た流通システムを早くから採用し,日立空乞も輸送装置もその

一男を担ってきたが,荷子辻時間の大幅知縮,公害防止,省エ

ネルギー,臨海部用地難への対処など,このシステムへの新た

なニ【ズにこたえるため新方式の大容量空気輸送装置を開発

し,小野田セメント株式会社その他に1,000t/hの装置を納入

した｡この装置は昇圧流動方式(特許)により,性能を10%

以上向上させ長距維,大量輸送を可能にするとともに,輸送

特性に適合した日二諒ニスクリユ【圧縮機と組み合わせて安定し

た性能を得ている｡また,騒音防止(特許申請中)にも十分

留意した｡

大容量空気輸送装

置によるセメント

の陸揚げ
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光学誘;導によるバッテリー式無人運搬車と

応用システム

産業界に省力化,無人化の要求が強まる今日,無人運搬車

は新しい運搬手段としてクローズアップされてきた｡｢日立ホ

イパーサ+は格和にアルミ テープやステンレス テープなど

の反射′[㌢をはり付けるだけで,あとはすべて串に搭載した制

御器と検｢l=得で,反射テープの形状から光学的に直進,カ∵

ブ,付止,分岐などを検出し柏推な径路を自由に走行するも

ので,作業老が押しボタンにより設定した指示により,行先

を判断し■宮子一物を目的の場所へ無人搬送するものである｡標準

タイプとLて拉大停止点30個所のループ,あるいは直線の前･

後進形､分岐数4以下の前･後進形,分岐数7以‾tぐの前･後

進形の3稚類がある｡なお,標準タイプに自動移載装置,送･

受仁言機を組み込むことにより,電子計算機と連動させ,電†･

計算機の指ホどおりに走行,運搬,チャージを自動的に行な

わせ,搬送の完全無人化を!実現できる｡

標準形日立ホイパーサのエ程

同部品ま般送

一一二溢;′､′己=i′′ふ･:-ニ′･W･

灘済--く､ふで_勇‾l_′i蒜禦独奏′

､Ⅶ【泌§ノ弊h●′ハI妻仙
瀞三蒜TT′‥､≡去妄熟已仙買

電子計算機連動による搬送の完全

無人イヒシステム

8.4 自動車吾『晶

ノヾッテリー フォークリフト用磁気移相形サイ

リスタ チョッパ制御装置及び電動機

バソテリー フオークリフトは,排気ガスや騒古などの公子子

のない耗半用車両とLて注目され,今後の伸長が予想される｡

バッテリー フォークリフトに他用される速度音別御装置及び

電動機は,急発進やプラギング運転などの過酷な使用に耐え

得るととい二,十分なイ‾ご摘互性のあるものが要求される｡Lゴ立

製作所は,二のような目的を満たす製占占を開発した｡

主な特士主を次に述べる｡

(1)イi捕吏性が高く広範開通流率(1～100%)制御のできる日

立製作巾独【′Ⅰの磁気移和形サイリスタ チョッパ制御装置を完

成Lた｡

この方式によれば,プラギング時のブレーキカを調整でき

るとともに,微速から高速まで二最適な制御を行なうことがで

きる｡

(2)冷却方法などに改良を加え熟苓量が大きく,耐久性の高

い新形走行用電動機を完成した｡

きl■

磁気移相形サイリスタ

チョッパ制御装置
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日産自動車株式会社糸内めトランクタイプ全自

動エアーコンディショナー

r′1ヱ軌_･fi用空ち‾ミ調和装‾置は,-一一年ヰ仲うエアーーコンデイショ

ナ∬の時代に入ったが,従来はi脊7力機を■-t一榊jのダッシュボー

ドにある暖蛎機と組ふナナわせて,iit 一倍能とLたダ‥ノシュタ

イプ エアーコンディショナーがほとんどであl),人形来I-り中

に使われるトランクタイプのものが必二安になノーノてきた.一,また

--ノ∴ エアーコンディショナーセなったため,f去.ミ_性調節の推

作が奉公糖化し,また【'畑心化の安ヤ壬もあ/1て,ニのトランクタ

イプ全自動エアMコンディ ショナーを開発した〔､

このエア【コンディショナーは,頗叫王妃熱のf止性分和が和

られるバイレベル機能と,除湿により梅雨期の窓ガラスの皇き

りをl;方ぐドライ機能をもつほか,ホットワイヤ式トランスジ

ューサやトランジスタ
フアン コントロールなどの新技術を

採梢し,外1ミラふミヤ走行条件の第三で苧をそけることなく川手を過

じトナ1動〔仙ニドライバMが希望するf占,L他に設立三でき,常に中三三

内を一l心垣に仏こつことのできる本格的なものであるし二､

qわ

日産自動車株式会社納

めトランクタイプ全自動

エアコンディショナー

瀕F気5吋兼用新形トランジスタ点火装置の実用イヒ

昭和50年排1も規丁別に対応するものとして,f比合乞もへの荊火

件をド1]上し,且つ逆転性の収煎を回ることを目的に砧′ヒ綿巨,

高イ了_捕i件の新形トランジスタ点火装道を槻発した結果,-一一部

のL二J三的中に才末用されたし-､

この装置は,従来のテイストりピュータの接点の代わりに,

ノト形の磁石丁発う宣機で点火時j切を検トf-1Lて､パワートランジス

タでノ〔!よ火コイルの-一一二大電子充をLや即するものである｡

主な特士主を次に述べる｡

新たに,(1)エンジン凶転数に応じて点火コイル通`■‾釦キ桝を

制御してむだなう琶i充を什しi城する回路,(2)小さなイ.i-ぢ･′屯流で大

きな電流を芦別御できるだ右肘庄ダーリ ントン バワートランジ

スタ,(3)効率のよい新しい放熱構j拉などを用ヲ己して,∴てt二火ノ性

能,イ‾i摘享件のドーJ__l二をl_司った｡

点 火コイル

､妥

ユニット

テイストり

ピューク

新形トランジスタ点火

装置

1975年型北アメリカ向け自動車用#F気対弓策形

気イヒ器

ニの;(化器は北アメ りカの排～も規r別に対応するものとして

糊発L,1975年モモ‡りヒアメリカ｢r小ナ｢仁‡刺中用に･探捕されたもの

で,2舛類あり,1,000～2,000cc用のエンジンに他用するこ

とが叶再巨である{〕

これら1も化器の主な特上主を二大に述べる｡

(1)ベンチユリノ女びメイン ノズルの改良による低速から高速

に‾ぅミるまでのi比ナナ上ヒの-ラ立化

(2)positive Temparature Coefficient(PTC)素イ･の才刹‾口

による始刺暇機汁とで汁ヒの適止r刷御

(3)ii一己†計上ヒの寓度糾j上機構の･抹用

(4)燃料.汁韻ジェットの形兆､加_Ⅰ二法の攻上主によリJ卜削副生

の大rl】i,iなr｢り卜

‥l

ガ巨気対策形気化器

い′500～2′000cc

用)

電気自動車用電動機一制御装置の開発

昭和46年僅から通商産業省の大雪_-!プロジェクトr訓J空による

研′先妻託を一三け,ノi‾E乞い丁】劫車用電動機一肌御装置の開発を行

なった.二,この研究では高効率で軽量小形な電乞て自動車用のコ

ンポーネントの開発をH的としたっ 日カニ製作所は,永久磁オ√

界了磁直i允一正動機と分巻界磁向流電卓順覧による2方式を収り上

げ,`違動機については担l転子削lのヒートパイプ冷却方式,軸

紅花懸架ミヤたラ充｢,;立加Jtブラシ保持プ了式,また制御装置につ

いては､バッテリーの1宣｢モーりJ寸負えを併用したイ氏脈流チョ ッパ

逆･;こ年拙作手稲適性サイリスタによる力行･回牛制上靴共用チョソ

パ,｢い軌弱界磁制御ノブ式など新しい技術を多数偶発し採用した｡

永久磁オ丁電卓わ機方式はギヤ変速駆動方式の電iも自動車に過

L,総でナ効率が砧く,_R_つう電動機の体格を′J､さ くできるなど

憤れた持主主がある｡分巷界磁′長剣機‾方式は弱界磁制御を横枠

璃
g､

/

的に採用するこ

とによリギヤ在

結駆動方式を過

川して逆転操作

件の高い電気〔j

垂わ辛がて夫⊥呪でき､

高効率化と軽買

′ト形化にも効果

が認められた-,

15kW電気自動車用
電動機一制御装置
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